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技術の概要

３．技術の効果

AIによる画像解析により、現場の安全管理や整理整頓状況等を継続的に確認することができ、現場管
理者の巡回・確認業務の省力化につながる。また、AIによる画像解析から得られる「気づき」を活用する
ことで、危険箇所や異常の早期発見を支援し、事故やトラブルの未然防止に向けた安全管理の高度化
が期待できる。
さらに、監視カメラと連携した自動解析・レポート配信により、遠隔から複数の現場状況を効率的に把握
でき、建設現場におけるAI活用と生産性向上を促進する。

４．技術の適用範囲

インターネット回線が整備されている環境であれば動作可能。
また、監視カメラと組み合わせることで、現場画像を定期的に取得・AI解析し、遠隔から複数現場の状況
を把握するなど、現場管理業務の効率化にも適用できる。

２．技術の内容

５．活用実績

現在全国120契約（2026年より運用開始）

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

建設業界では、担い手不足や高齢化、働き方改革の進展に伴い、現場における安全管理や巡回業務、
書類作成等の省力化が求められている。一方、監視カメラの普及により現場状況を遠隔で確認できる環
境が整いつつあるものの、録画された映像は事故やトラブル発生後の事後確認に利用されるケースが
多く、蓄積された画像・映像データを日常の安全管理や業務改善に十分活用できていないという課題が
あった。

現場で撮影した画像を生成AIで解析し、危険箇所や安全管理状況、整理整頓状況、資機材の盗難リス
ク等を可視化するAI画像解析サービスである。解析時にプロンプト（指示）を設定することで、現場の目
的に応じた分析が可能となる。解析した画像を基に、KYポスターの自動生成も可能。

また、監視カメラと連携することで、現場画像の定期的な自動解析にも対応しており、解析結果をレポー
トとしてメールで配信する。これにより、現場巡回や映像確認だけでは把握しにくい現場の変化や危険へ
の「気づき」を提供し、安全管理、KY活動、安全教育、整理整頓、作業効率化等に活用することができ
る。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


